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男女共
学を
原則とする大学教育が
進展し 、
国公私立の
大学に在学

する
学生二
七
四万人
（
平成十二
年
度）
中 、
女子
学生が三二・
六
% 、

約九九
万人に
透した
現在もなお 、
お茶大が
女子大であり
続けるの
は 、

伝統に
裏付けされた
女子
高等教育機関としての
役割と
優れた
教育環

境を維持するこ
とが
社会に
対するお茶大の
義務であると
考えるか
ら

で
ある 。
現に 、
女性の
人材
養成に
女子大とい
う教育環

境が
極めて
有

効に
働
き得るこ
とは 、
かつ
て
男女同権論やさまぎまな差別撤
廃論が

さか
んに
唱え
られた
欧米先進
国 、
とりわ
けア
メリカにおい
て一
時
急

激に
減少したかつ
ての
名
門女子大学が
最近に
なっ
て
復活 、
再建の
動

きを見せてい
るこ
とか
らも明らか
であろう 。
優れた
女子大の
存在は 、

女性の
ためとい
うよ
りは 、
女性の
活路を必
要と
する社会が
求めてい

る
もの
であっ
て 、
その
背景には 、
共
学大学よ
り
も女子大の
ほ
うが
社

会の
各界に
活路する
女性を生み
出す比率がは
るか
に
高い
とい
う事実

が
ある 。

我々
はこの
こ
と
を確実なデー
タで実証する目的で 、
最近「
卒業生

の
ライフコ
lス
と
国立
女子大学の
将来像」
の
調査を実施した 。
学部

卒業生と大学院修了生の
両者につい
て
行っ
たサン
プル
調査の
結
果は

まだ
学部卒業生の
デー
タが
そろっ
た
段階であるが 、
総
数一
万七八九

二
人の
新制大学卒業生の二
五・
二
%に
相当
する四五
OO
人を
卒業年

次別に調査したとこ
ろ 、
七一
・

九
%の
有効回答が
あり 、
この
種の
調

査としては
異例の
回収率であっ
た 。
詳しい
調査結
果はい
ずれ公表の

予定だが 、
例えば「
受験理由と本学の
イメージ」
の
デlタでは 、
伝

統・
希望分野・
教育環境が
お茶大を
選ん
だ
理由のベ
ス
トス
リー
にあ

げられてい
る 。
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二
十
一

世
紀
の
大
学
像
を
め
ぐ
る
議
論

国際化 、
情報化 、
グロ
ーバ

ル
化とい
う二
十一
世紀の
不可
避の
歴史

的潮流の
なかで 、
日本の
大学は
果たして
国際競
争力をもち得てい
る

のか 、
私自身が
現在
責任を
負っ
てい
る大学（
東京外国語大学）
は
国

際社会へ
の
貢献に
そなえて 、
どの
ように
変わ
らな
ければな
らない
の

か 。
学長として日夜
考え 、
かつ
改革しよ
うとして
きたの
は 、
こ
れら

の
点であっ
た 。
この
問 、
わが
国における大学関連の
論議
も活発に
な

り 、
二
十一
世紀の
大学像につい
て
も 、
理
念と政策の
両面か
ら 、
か
な

り
突っ
込ん
だ本格的な給鍛が
交わ
されてい
て 、
すでに
具体的な
提言

もおこ
なわ
れてい
る 。

ま
ず文
部省の
大学審融会は一
九九八
年十月に
『二
十一
世紀の
大学

以上のことか
ら 、
お
茶大の
改革の
基本方針は
女子大としての
存在

の
徹底化以外にあり
得ない 。
教育・
研究の
質を高める方策もこの
方

針に
沿っ
て
進めて
おり 、
例えば 、
教
育・
研究の
重点化をはかつ
て
予

算の
重点配
分を始め 、
高
度の
女性研究者
養成の
た
めの研究施設の
検

討に
着手し 、
教育環
境の
盤
備の一
つ
として
学生・
教職
員の
ための
保

育施設の
設置に
動き出した 。

また 、
大学の
教育と運営体制の
見直し
と組
織再編はい
ますべ
ての

大学で
行わ
れてい
るが 、
その
ためには
総座・
学科・
専攻・
部局に
と

らわ
れ
ない
全
学的視野の
もとでの
人事管理が
欠か
せ
ない 。
学長を中

心とする大学執行部の
人事管理の一
元化は 、
お茶大の
よ
うな大学教

員二
四二
名 、
事
務臓
良一
O二
名とい
う「小さな大掛ご
だか
らこ
そ必

要で
あり 、
また
実施可能の
条件を
備えてい
る 。

「小さな大学」
は限られた
少数の
教員で限られた
分野の
教育・
研究

を
行わ
ざるを
得ない
が 、
大学を「大きく使・
2
ポ
イン
トは

国内外の

大学・
研究機関との
交流にあると
考えてい
る 。
二
十一
世紀の
大学は 、

個性
化と同時に
国際化を必
須の
もの
とするこ
とは論を侠た
ない 。

我々
の
将来計爾
もまた 、
お茶大を園内は
もとより国外に
も聞か
れ

た大学として 、
世
界の
女子高等教育機関の
中核的存在に
位位付けた

い
とい
うこ
とである 。
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箸
む
『
中
国
の

詩
情』
（
日
本
放
送
出
版
刷助
会）
『
淡
持
の
イ
メ
ー
ジ
』
（
大
修
館
お
店）
・

像と
今後の
改革方策につい
て』
と
題する
答申を発表してい
る 。
この

答申は 、「競
争的
環
境の
中で個性が
輝く大学」
とい
うやや文
学的な副

題もさるこ
と
なが
ら 、
従来の
審議会文替の
枠を大きく越えた
内容を

もつ
もの
であり 、
た
とえ
答申の
基本方策を
批判する場合にあっ
ても 、

決して
無視するこ
との
で
きない
意味をもっ
てい
た 。
具体的には 、
従

来の
高等教育で
十分に
位置づ
け
られてい
なかっ
た大学院の
教育・
研

究体制を明確にし 、
と
くに
高度職
業人
養成の
問題を政策
化したこと

などが
特
徴的であっ
た 。
大学審議会は
引き続き国際化 、
グロ
ーバル

化の
問題や情報革命の
問題に
取組み 、
二
OOO
年十一
月には『グロ
ー

バ
ル
化の
時代に
求め
られる高等教育の
在り方につい
て』
と
題する答

申をおこ
なっ
てい
る 。
まさに二
十一
世紀の
最
終段階でまとめ
られた

大学審誠会の
最
後の
答申であっ
たが 、
二
十一
世紀の
大学が
当面する

新しい
課短に
挑戦しよ
うとするもの
であり 、
日本の
大学の
国際化や

留学生政策に
も具体的に
言及してい
る 。
この
問 、
一
九九九
年か
らは

国立
大学の
設
置形
態に
関する問題 、
とくに
独立
行政法人
化の
問題が

大きくクロ
ーズ

アッ
プ
されるとと
もに 、
評議会と
教授会の
関係
など

大学運営の
改善をはか
る
目的で 、
学校
教育法や国立
学校設置法など

の
大学関連の
法
律が
改正
され 、
二
OOO年四月から施行された 。
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な
か
な
か
進
ま
な
い
改
革

こ
うして二
十一
世紀の
大学像をめ
ぐる総括と政策はか
なり広範に

提起されてい
るの
であるが 、
こ
れらの
改革方策が
個々
の
大学におい

て
実行に
移されるテン
ポ
は全般的に
依然として
遅々
としてい
る 。
私

知的国際貢献の拠点として　『別冊環』3月-2001.03.00
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い
え
よ
う 。
東
京外
国符
大
学に
おい
て
も 、

一
年間の
笑絡による短
期留学プロ
グラム

と
し
ての
I
S
E
P
T
U
F
S
会三
R
E’

z
o
E一
ω
Z
己
巾
＝円
切
xn
y白
口
開
問
勺円
。
∞
3
2
、
g
r
可
O

C
E
〈
市『m－
G

え
司O『
巴
笥】
ω
Z
E－
2）

や
U
M
A
P
（
C
包
〈
而「凹
ユ
可

玄
O
E－－円
〕
二
ロ

〉包白白コ
E
Z
Ea
pHアジ
ア太平洋
大
学交流機
構）
の
リー
ダーズ・
プ

ロ
グ
ラム
が
実行されつつ
あ
るこ
ともあっ
て 、
この
ところ世
界各国・

各地純明か
らの
留学生が
急泊しており 、
現在は約六五
O名と
学生総数

の一
五
%に
迫っ
てい
て 、
国立
大
学の
なか
では
最高の
留学生
比
率に

なっ
てい
る 。
留学生が
増えるとい
うこ
とは 、
それだけ国際綬
争力を

備えてい
るこ
とで
もあ
るの
で 、
さらに
改
革を進め 、
大
学の
国際化 、

グロ
ーバ

ル
化をより一
層推進することによっ
て 、
キャ
ンパ
ス
が
居な

が
らに
して
異文
化交流の
処点となり 、
知的国際貢献の一
環を
担う場

に
ならなければならない
と 、
学長としては
考えてい
る 。

い
ずれにせ
よ 、
今日の
ような歴史的な
移行期におい
ては 、
日本の

大
学を国際的な座
標軸と次元におい
て位置づ
け 、
い
わ
ゆるグロ
ーバ

ル・
ス
タン
ダードで日
本の
大
学を計っ
てみ
るとい
う国際的次元での

大
学評
価がい
まや
是非必要だとい
えよう 。
なぜ
なら 、
国際化 、
仙報

化 、
グロ
ーバ

ル
化が
進展すればするほど 、
大
学問の
径は
低くな
るの

であり 、
そもそも大
学には
国
家や
民篠・
エ
スニ
シ
ティ
ー

などによる

障壁が
あっ
てはならない
は
ずであるだけに 、「日本人が
日
本語で日
本

人に
教える」
とい
う「知の
鎖国」
（－z
EZREqnE明
色
与口一】）
の
状・況

が一
般的な日
本の
大
学を 、
単に
国内的な競争環境におい
ての
みなら

ず 、
世
界の
なかで
見てみるとい
う国際比較の
視点が
不可欠だか
らで

二
十
一

世
紀
の
わ
が
国
の
大
学
像
や
大
学
地
図
も、

国
際
比
較
の
視
点
か
ら
大
き
く
塗
り
替
え
ら
れ
る
だ
ろ
う。

自
身 、
ア
メリカの
大

島下llカル
フォ
ルニ
ア
大
学サン
ディエゴ
佼国際

関係・
太平洋研究大
学院（IR／P
S

I－で一
年間教鞭をとっ
た
経

験か
ら日
本の
大
学の
現状を
批判したこ
とが
契
機で一
九九三年
秋か
ら

大
学審総会特
別
委
員を三
期にわたっ
てつ
とめ 、
一
九九
五
年九
月か
ら

は
学長に
も就
任したの
で 、
祈りに
触れて大
学審議会の
答申などを
学

内に
紹介し 、
二
十一
世紀の
大
学像に
沿っ
た大
学改革の
方向を示して

い
るつ
もりでは
あるが 、
学内は永い
歴史と伝統に
安住してしまっ
てい

るのか 、
小さな
既得俸の
園出付に
執着してせめ
ぎあっ
てい
るか
らなの

か 、
改革が
なか
なか
進まない 。
大晶子改革と国際競争力の
強化をめ
ざし

て 、
学長同士が
夢を語り合っ
たことか
ら始まっ
た
東京工
業大
学 、
一
術

大
学 、
東京医科歯科大
学との「四大
学迎合」
縛想に関して
も 、
去る十

二
月の
評議会でようやく満場一
致の
機関決定を見たものの 、
様々
な曲

折や抵抗
芝
丙的にはあっ
た 。
要は 、
文部省が
主導したり 、
大
学審議

会が
提言したり 、
学長がリー
ダーシッ
プを発保して改革を進めようと

したりすると 、
必ず抵抗やサボタージュ
が
あるとい
う特殊日本的な大

学の
体質が 、
とくに
人文・
社会科
学系には
多いのではなかろうか 。

こ
れ
か
ら
重
要
と
な
る
国
際
比
較
の
視
点

そうした
なかで 、
留学生政策などは比較的に改革を進めやすい
と

あ
る 。
同時に 、
日
本の
大
学をめ
ぐっ
ても二
十一
世紀におい
ては
国際

競
争が研
究 、
教育 、
人事 、
学生確保 、
施設
整
備などの
あらゆる
分野

でい
よい
よ本同俗
化するであろうし 、
二
十一
世紀の
わが
国の
大
学像や

大
学地図も 、
国際綬
争力を十分に
備えた大
学とい
う観点か
ら大きく

塗り
替えられ 、
あるい
は再編されてゆくに
迎い
ない 。

－
（
な
か
じ
ま
・

み
ね
お｝

一

九
三
六
年
生・

悶
際
政
治
学・

箸
容
『
国

際
関
係
鎗
』
（
中
公
新
書｝
『
中
国
に
呪
縛
さ
れ
る
日
本
』
｛
文
護
春
秋）

『
北
京
烈
烈
』
（
筑
摩
書
房）
『
現
代
中
国
論
』
（
青
木
書
店）
。
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感

性

教

育

学
長

澄
川
喜

Photo砂／d,,gtM刷周

感
性
教
育
の
は
じ
ま
り

明治
維新の五
年前（一
八六三） 、
伊藤俳文ら五
人の
長州
諸土が 、

ン
ドン

大
学に留学した 。
その
内の一
人 、
山尾脈三は 、
グラスゴ
lに

行
き 、
昼
間は
造船
所で
働
き 、
当
時の
進ん
だ
西
欧
文
明に
術犠
を
受け

つ』 、
新しい
白
木は
技術立
国を目街すべ
きだと 、
夜はアン
ダーyン・

カレッ
ジ（現在のストラスクライド大学）
で
学んでい
る 。

帰国後 、
先づ
人材技成が
第一
と 、
人づ
くりは 、
ものづ
くり 、
国づ

くりに
通じ
ると 、
工
部大
学校（現東京大学工学部の前身）
の
設立
に尽

力した 。
同時に 、

柔軟な宛想と 、
常に創
意工
夫のできるバ
ランス
の

とれた
感性世か
な人材を 、
と 、
明治九（一
八七六｝
年工
部美術
学校が

開放された 。
我国晶初の
感性
教育がス
ター
トした 。
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